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Amsterdam. 
17)  齋藤 滋．妊娠可能年齢の関節リウマチ女性の診療産婦人科の立場から．Expert Interactions to the NEXT stage 
(NEXT)；2018 Feb 25；東京．（招待講演） 
18)  齋藤 滋．流産・早産の病因からみた治療法．第 138 回東海産科婦人科学会；2018 Mar 10；名古屋．（招待講演） 
19)  齋藤 滋．妊娠高血圧症候群の管理指針 PIH から HDP へ．第 1 回岡山周産期研究会；2018 Mar 11；岡山． 
20)  齋藤 滋．WoCBA（Woman of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題～免疫からみた妊娠維持機構とその破綻～．
WoCBA Advisory Board Meeting；2018 Mar 18；東京． 
21)  齋藤 滋．WoCBA（Woman of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題．WoCBA Advisory Board Meeting；2018 Apr 
8；東京．（招待講演） 
22)  齋藤 滋．妊娠可能年齢の関節リウマチ女性の診療 産婦人科の立場から．第 62 回日本リウマチ学会；2018 Apr 26； 
東京．（招待講演） 
23)  齋藤 滋．HTLV-1 母子感染について：管理指針の変更も含めて．平成 30 年度第 1 回青森県医師会母体保護法指定
医研修会；2018 Apr 21；青森．（招待講演） 
24)  齋藤 滋．妊娠高血圧症候群の定義分類変更．第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 生涯研修プログラム 18；2018 
May 10-13；仙台． 
25)  齋藤 滋．増える！腸の現代病～炎症性腸疾患（IBD）合併妊娠の管理の実際～．第 70 回日本産科婦人科学会学術
講演会；2018 May 10-13；仙台．（招待講演） 
26)  齋藤 滋．WoCBA（Women of Child-Bearing Age）の治療戦略．RA Opinion Leaders Summit；2018 Jun 10；東京．（招
待講演） 
27)  齋藤 滋．内科医と産婦人科医で管理する妊娠高血圧症候群．第 3 回日本母性内科学会総会・学術集会；2018 Jul 1；
東京．（招待講演） 
28)  齋藤 滋．WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題 ～免疫からみた妊娠維持機構とその破綻
～．第 39 回日本炎症・再生医学会；2018 Jul 12；東京．（招待講演） 
29)  齋藤 滋．WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題 ～免疫からみた妊娠維持機構とその破綻
～．RA Expert Symposium 2018；2018 Jul 20；神戸．（招待講演） 
30)  齋藤 滋．WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題 ～免疫からみた妊娠維持機構とその破綻
～．第 44 回大阪リウマチカンファレンス；2018 Aug 4；大阪．（招待講演） 
31)  齋藤 滋．妊婦の腸内細菌が出産、出生時に与える影響．第 7 回日本 DOHaD 学会学術集会；2018 Aug 18；東京．
（招待講演） 
32)  齋藤 滋．妊婦とインフルエンザ．メディセオ学術講演会；2018 Aug 21；東京．（招待講演） 
33)  齋藤 滋．WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題 ～免疫からみた妊娠維持機構とその破綻
～．RA Opinion Leaders Summit；2018 Aug 25；東京．（招待講演） 
34)  齋藤 滋．WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題 ～免疫からみた妊娠維持機構とその破綻
～．第 30 回中部リウマチ学会；2018 Aug 31；名古屋．（招待講演） 
35)  齋藤 滋．医療安全からみた WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題 ～免疫からみた妊娠維
持機構とその破綻～．第 28 回日本リウマチ学会近畿支部学術集会；2018 Sep 1；大阪．（招待講演） 
36)  齋藤 滋．～「未病」の解明、そして新たな医療体系の構築と、地域との連携による健康人口の増加～．Toyama 
Academic GALA 2018；2018 Sep 14；富山． 
37)  齋藤 滋．WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題 ～免疫からみた妊娠維持機構とその破綻
～．東葛北部 RA 講演会；2018 Sep 14；千葉．（招待講演） 
38)  齋藤 滋．WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題 ～免疫からみた妊娠維持機構とその破綻
～．第 27 回シェーグレン症候群学会学術集会；2018 Sep 15；福岡．（招待講演） 
39)  齋藤 滋．妊娠高血圧症候群の分類改定と最近の話題．三重県産婦人科生涯教育セミナー；2018 Sep 27；津．（招待
講演） 
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40)  Saito S. (PROGNOSIS Asia Team). Prediction of short-term outcome in pregnant women with suspected preeclampsia study 
using the sFlt-1/PlGF ratio in an Asian population. 39 回日本妊娠高血圧学会；2018 Nov 2-3；大阪． 
41)  齋藤 滋．産科婦人科とリウマチ・膠原病科の連携 ～富山大学の事例を中心に～．Expert Interactions in Clinical 
Intelligence；2018 Nov 4；大阪．（招待講演） 
42)  齋藤 滋．WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題 ～免疫からみた妊娠維持機構とその破綻
～．第 46 回日本臨床免疫学会総会；2018 Nov 9；長野．（招待講演） 
43)  齋藤 滋．WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題 ～免疫からみた妊娠維持機構とその破綻
～．RA Forum 2018 in HYOGO；2018 Nov 10；神戸．（招待講演） 
44)  齋藤 滋．WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題 ～免疫からみた妊娠維持機構とその破綻
～．第 28 回日本リウマチ学会北海道・東北支部学術集会；2018 Nov 17；札幌．（招待講演） 
45)  齋藤 滋．WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題 ～免疫からみた妊娠維持機構とその破綻
～．New Era Rheumatoid Arthritis Symposium；2018 Nov 18；東京．（招待講演） 
46)  吉野 修．ホルモンにより巧妙に制御される生殖現象に魅せられて．第 70 回日本産婦人科学会学術集会；2018 May 
10-13；仙台． 
47)  塩崎有宏，古田 敦，丸山恵理子，森田恵子，小野洋輔，伊藤実香，米田徳子，米田 哲，斎藤 滋．AGA 児出生
の観点から見た，正常妊婦および DM/GDM 妊婦における至適体重増加量の検討．第 54 回日本周産期・新生児医学
会学術集会；2018 Jul 8-10；東京． 
48)  塩﨑有宏，津田竜広，布村晴香，森田恵子，小野洋輔，伊藤実香，米田徳子，米田 哲，齋藤 滋．AGA 児出生の
観点から見た正常妊婦における最適な体重増減量の検討―日産婦周産期データベースを用いて―．第 70 回日本産科
婦人科学会学術講演会；2018 May 10-13；仙台． 
49)  塩﨑有宏，吉江正紀，古田 惇，丸山恵理子，森田恵子，小野洋輔，伊藤実香，米田徳子，米田 哲，斎藤 滋．
左前縦隔腫瘤による圧迫により胎児心臓の右側偏位を認めた一例．第 92 回日本超音波医学会学術集会；2018 Jun 
8-10；神戸． 
50)  塩﨑有宏，本郷綾華，谷 英理，生水貫人，森田恵子，津田さやか，米田徳子，米田 哲，齋藤 滋．Preeclampsia
の診断と治療 ～日本発のエビデンス 疫学的見地からみた preeclampsia．第 39 回日本妊娠高血圧学会学術集会；2018 
Nov 2-3；大阪． 
51)  Yoneda S, Yoneda N, Ito M, Ono Y, Shiozaki A, Saito S. 17-alpha-hydroxyprogesterone caproate combined maintenance 
tocolysis could prolong gestational period in case of preterm labor with mild intra-amniotic inflammation. 第70回日本産科婦
人科学会学術講演会；2018 May 11；仙台． 
52)  米田 哲．切迫早産／早産の診断と管理．第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会 専攻医教育プログラム 3 周産期
2；2018 May 11；仙台． 
53)  米田 哲，福田香織，生水貫人，齋藤 滋．妊娠中の頸管ポリープ切除症例において、妊娠 10 週以下で切除、サイ
ズ幅 12mm 以上、性器出血を伴っている場合に、有意な早産リスク因子となりえる．第 6 回賢英周産期フォーラム；
2018 Jun 23；千葉．  
54)  米田 哲，生水貫人，齋藤 滋．妊娠 12 週未満の流産において、5mm 以上の yolk sac は胎児染色体異常を、胎児を
認めない場合には正常を示唆する．第 6 回賢英周産期フォーラム；2018 Jun 23；千葉． 
55)  米田 哲，米田徳子，森田恵子，小野洋輔，伊藤実香，塩崎有宏，齋藤 滋．高度子宮頸管炎、子宮頸管長 15mm
以下の 2 因子が無症候性頸管長短縮例の早産リスク因子である．第 54 回日本周産期・新生児医学会；2018 Jul 10；
東京． 
56)  米田 哲．切迫早産の病態から考えられる新たなる治療戦略 －プロバイオティクスの秘める可能性－．第 66 回北
日本産科婦人科学会 ランチョンセミナー；2018 Sep 29；富山． 
57)  米田 哲，米田徳子，伊藤実香，鮫島 梓，島 友子，中島彰俊，塩崎有宏，吉野 修，齋藤 滋．妊娠 12 週未満
流産：卵黄嚢 5mm 以上は胎児染色体異常を、胎芽を認めない場合には染色体正常を示唆する．第 66 回北日本産科
婦人科学会；2018 Sep 29；富山． 
58)  Nakashima A. Soluble endoglin-inhibited autophagy enhances LPS-inducing inflammasome production in peripheral blood of 
pregnant women．第 70 回日本産科婦人科学会；2018 May 10-13；仙台． 
59)  中島彰俊，吉野 修，津田さやか，鮫島 梓，島 友子，齋藤 滋．当科における TLH 手術時間短縮法の検討．第
58 回日本産科婦人科内視鏡学会；2018 Aug 2-4；松江． 
60)  中島彰俊，竹村京子，山田清貴，須田尚美，鮫島 梓，島 友子，吉野 修，齋藤 滋．当科における子宮動脈結
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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紮による TLH への効果と手術時間短縮への取り組み．第 66 回北日本産科婦人科学会；2018 Sep 29-30；富山． 
61)  中島彰俊，草開 妙，青木藍子，牛島明美，鮫島 梓，島 友子，吉野 修，Surendra Sharma，吉森 保，伊川正
人，齋藤 滋．オートファジ制御因子 TFEB は妊娠高血圧腎症胎盤の治療ターゲットになりうる．第 39 回日本妊娠
高血圧学会；2018 Nov 2-3；大阪． 
62)  中島彰俊，草開 妙，青木藍子，牛島明美，鮫島 梓，島 友子，吉野 修，Surendra Sharma，吉森 保，伊川正
人，齋藤 滋．オートファジ制御因子 TFEB は妊娠高血圧腎症胎盤の治療ターゲットになりうる．第 33 回日本生殖
免疫学会；2018 Nov 24-25；東京． 
63)  米田徳子，米田 哲，小林 睦，草開 妙，塩崎有宏，齋藤 滋．母体早発型妊娠高血圧腎症は、在胎 34 週未満早
産児の長期神経発達予後不良に関連する．第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会；2018 May 10-13；仙台． 
64)  米田徳子，伊藤実香，福田香織，在田幸太郎，野村恵子，米田 哲，塩崎有宏，齋藤 滋．血友病 A ならびに B 保
因者妊婦 2 例への遺伝カウンセリング．第 42 回日本遺伝カウンセリング学会学術集会；2018 Jun 29-Jul 1；仙台． 
65)  米田徳子，米田 哲，古田 惇，丸山恵利子，森田恵子，小野洋輔，田村賢太郎，伊藤実香，牧本優美，塩崎有宏，
吉田丈俊，齋藤 滋．単胎自然早産児の長期神経発達予後不良因子は 30 週未満の早産である．第 54 回日本周産期・
新生児医学会学術集会；2018 Jul 8-10；東京． 
66)  米田徳子．早産の病態解明と新たな治療戦略－羊水中病原微生物の迅速高感度検出システムの臨床応用－．平成 30
年度富山大学杉谷地区臨床研究発表会；2018 Nov 7；富山． 
67)  米田徳子．男女共同参画－各部局の現状と挑戦－第二部パネルディスカッション．平成 30 年度ダイバーシティ研究
環境実現シンポジウム；2018 Nov 28；富山． 
68)  鮫島 梓．産科婦人科の立場からみる WoCBA（women of Child-Bearing Age）関節リウマチ患者の現状と課題．第
56 回九州リウマチ学会；2018 Sep 1；佐賀．（招待講演） 
69)  鮫島 梓．RA 診療における WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の治療戦略．第 33 回日本臨床リウマチ学
会；2018 Nov 24；東京．（招待講演） 
70)  鮫島 梓．RA 診療における WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の治療戦略．第 29 回日本リウマチ学会 関
東支部学術集会；2018 Dec 8；東京．（招待講演） 
71)  伊藤実香，本郷綾華，谷 英理，生水貫人，森田恵子，津田さやか，米田徳子，米田 哲，塩﨑有宏，齋藤 滋．
抗サイトメガロウイルス IgM 抗体陽性妊婦の検討．平成 30 年度富山県産科婦人科学会 第 1 回 例会・特別講演会；
2018 Jun 14；富山． 
72)  Tsuda S, Sameshima A, Kawaguchi H, Makino S, Fujita D, Saito S. Obstetric outcome and use of medications during 
pregnancy with systemic lupus erythematosus, rheumatoid arthritis and inflammatory bowel disease in Japan: A nationwide 
retrospective descriptive study. 第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会；2018 May 10-13；仙台． 
73)  津田さやか，Xiaoxin Zhang，浜名 洋，島 友子，牛島明美，村口 篤，岸 裕幸，齋藤 滋．ヒト妊娠における
制御性 T 細胞の T 細胞受容体レパートリー．Toyama Academic GALA 2018；2018 Sep 14；富山． 
74)  津田さやか．関節リウマチにおける WoCBA（Women of Child-Bearing Age）患者の現状と治療課題 ～産婦人科と膠
原病内科のあるべき連携の姿とは？～ 産婦人科の立場から．第 66 回北日本産科婦人科学会；2018 Sep 29；富山．
（招待講演） 
75)  津田さやか，Xiaoxin Zhang，浜名 洋，島 友子，牛島明美，津田 桂，村口 篤，岸 裕幸，齋藤 滋．ヒトの
妊娠高血圧腎症と胎児染色体正常流産症例では脱落膜 effector 制御性 T 細胞のクローナリティーと数が異なる．第
39 回日本妊娠高血圧学会総会・学術講演会；2018 Nov 3；大阪． 
76)  津田さやか，Xiaoxin Zhang，浜名 洋，島 友子，牛島明美，津田 桂，村口 篤，岸 裕幸，齋藤 滋．制御性
T 細胞の single-cell TCR レパートリー解析により示唆された流産と妊娠高血圧腎症の免疫学的病態の相違．第 33 回
日本生殖免疫学会総会・学術集会；2018 Nov 24；東京． 
77)  伊東雅美，吉野 修，布村晴香，津田竜広，小林 睦，津田さやか，鮫島 梓，島 友子，中島彰俊，齋藤 滋．
早発卵巣不全に対する初期卵胞活性化（IVA）療法について．平成 29 年度富山県産科婦人科学会第 5 回例会・特別
講演会；2018 Jan 25；富山． 
78)  伊東雅美，吉野 修，小林 睦，佐藤可野，田中 温，河村和弘，齋藤 滋．Hippo-signal 抑制による卵胞活性化療
法の紹介．第 54 回北陸生殖医学会総会・学術講演会；2018 Jun 3；金沢． 
79)  Tsuda K, Kishi H, Nakashima A, Hamana H, Ushijima A, Tsuda S, Shima T, Shitaoka K, Kobayashi E, Ozawa T, Yoshino O, 
Muraguchi A, Saito S. Clonally expanded populations of cytotoxic T cell in tumor infiltrated lymphocyte and peripheral blood 
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30)  米田徳子．富山県女性健康センター 不育症講座．サンフォルテ；2018 Oct 20；富山． 
31)  米田徳子．みんなで生きる〈5〉．北日本新聞．2018 Dec 15． 
32)  鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立芝園中学校；2018 Jan 24；富山． 
33)  鮫島 梓．子宮頚癌 がん予防講演会．富山市南保健福祉センター；2018 Feb 28；富山． 
34)  鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立水橋中学校；2018 Jul 3；富山． 
35)  鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立北部中学校；2018 Jul 4；富山． 
36)  鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立水橋中学校；2018 Jul 10；富山． 
37)  鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山ビューティーカレッジ；2018 Jul 12；富山． 
38)  鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．高岡市立福岡中学校；2018 Oct 9；富山． 
39)  鮫島 梓．妊娠・出産を考えるフォーラム「考えよう、自分のこと、未来のこと」；2018 Nov 1；富山． 
40)  鮫島 梓．平成 30 年度スポーツ少年団認定育成員研修会「思春期女子団員の健康管理」；2018 Nov 3；大阪． 
41)  鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立大泉中学校；2018 Nov 9；富山． 
42)  鮫島 梓．子宮頚癌 がん予防講演会．富山市西保健福祉センター；2018 Nov 12；富山． 
43)  鮫島 梓．コンディションに影響を与える婦人科の問題と対策．日本パラリンピック委員会 女性スポーツセミナ
ー；2018 Nov 16；東京． 
44)  鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立八尾中学校；2018 Dec 3；富山． 
45)  鮫島 梓．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山県立不二越工業高校；2018 Dec 12；富山． 
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46)  田中智子．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山県立八尾高校；2018 Jul 6；富山． 
47)  田中智子．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山県立富山北部高校；2018 Jul 13；富山． 
48)  田中智子．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山県立南高校；2018 Jul 6；富山． 
49)  田中智子．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立西部中学校；2018 Nov 8；富山． 
50)  田中智子．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立山田中学校；2018 Dec 3；富山． 
51)  田中智子．エイズ・性感染症予防健康教育 いのちと性．富山市立和合中学校；2018 Dec 5；富山． 
52)  森田恵子．エイズ･性感染症予防健康教育 思春期の心とからだ．富山市南部中学校；2018 Oct 25；富山． 
53)  森田恵子．エイズ･性感染症予防健康教育 男女交際と性のトラブル．富山市呉羽中学校；2018 Nov 8；富山． 
54)  森田恵子．エイズ･性感染症予防健康教育 思春期の性とトラブル．富山市興南中学校；2018 Nov 29；富山． 
55)  森田恵子．エイズ･性感染症予防健康教育 思春期の心と体．富山市大沢野中学校；2018 Dec 6；富山． 
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